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中国北方少数民族伝承文学概説（三）
一ウイグル木十栂（下）一
高　　橋　　庸一郎
　　　　　　　　　（一）
　現在木十栂的套曲を持つ国，地域は，周吉
氏によれば二十数箇所に及ぶという。新彊の
ウイグル族，ウズペク族，タジク族，インド，
パキスタン，カシミール，アフガン，ウズペ
キスタン，タジクスタン，アゼルバイジャン，
トルクメキスタン，イラン，トルコ，イラク，
シリア，エジプト，アルジェリア，モロッコ，
チュニス，リビア，モリタニアなどである。
その中で，インド，パキスタン，カシミール
では，それをラコ（拉格）と呼び，イランで
は，ダスタンガハ（達斯坦夏赫），シリアでは，
モワサハ（穆瓦渉赫），エジプトでは，トール
（多ホ），モロッコ，チュニス，アルジェリア，
リビアでは，ヌパ（努巴）と呼ばれていると
いう。即ち本来これ等の」つ」つの国，地域
に伝わり，行われて来た木十婚をそれぞれの
歴史，構造，内容，またそれぞれの持つバリ
エーション，及びそれ等が伝承されている特
定地域の風土的，歴史的特徴などを解明しな
ければ，「木十姫」というものの全容と本質は
明らかにすることが出来ないものなのである。
そしてそれ等の叙情的，叙事的歌詞は，それ
ぞれの国，地域の言葉で歌われているのであ
ろうから，その国々地域の言葉を理解しない
かぎり，その歌の持つ叙情的，叙事的内容も
理解出来ないということである。という事は
「木十婚」は一個人，一箇別国家，地域の研究
だけで満足出来る結果が生れるようなもので
はない。
　また「木十栂」について記された歴史文献
には，漢文で書かれたものがない。尤も『陪
書・音楽志』にみえる歌曲，解曲，舞曲とい
う分けかたや，疎勒塩，塩曲というような言
い方の中に木十蝿＝の存在を想像させ得る部分
がないではないが，しかし基本的に漢文文献
の中に木十女母を見出すことは出来ないのであ
る。
　木十姫の研究には欠かすことの出来ない重
要な歴史文献，例えば，十世紀のペルシャの
学者，イスフェイハニ（伊斯非姶尼）の『歌
曲集』，十世紀から十一世紀にかけてのアラプ
の音楽研究家，ユヌス・アイリ・カデホ（玉
努斯，文里，十提甫）の『楽書』，或いは同じ
くイブン・アイリ・カイヒ（伊本，文里，凱
比）の『唱本』，またアラブ音楽史上最も偉大
な理論家と言われている，アイナサイル・フ
ァラヒ（文納養爾・法拉比），（或いはアイポ
ラスルハラと（文拉斯ホ法拉比）ともいわれ
る）の『舞踏論』，また十九世紀中頃活躍した
ホータンの人，モウラ・イスムトラ・モウズ
（毛拉・伊斯木托拉・穆吾孜）の『楽師伝』，
エジプトの人，アイホマイデ・シャフェイ
ク・アイプ・アイワハ（文合適提・謝罪克・
交布・交瓦赫）の『アラブ音楽簡史』などは
それぞれ，ペルシャ語，アラブ語，エジプト
語などで書かれている。そしてこれ等の書は
今の所漢訳本もないようであるし，管見では
英訳本もないようである。よって木十婚に関
しては，その基本的文献の理解さえ容易では
ないのである。
　また『十二木十娚1』の中の各箇別木十婚の
名称も，例えば第二番目チャピアット
（Chabbiat・且比亜特），第三番目ムシャーヴラ
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ク（Mushavirak・木夏烏熱克），第七番目アジ
ャム（Agam・文介嫡＝），第八番目ウッシャー
ク（Oshshaq・烏夏克），第九番目バヤート
（Bayat一巴雅特）はアラブ語，第四番目チャ
ールガハ（Charigah・恰爾衆），第五番目バン
ジュガハ（Panjigah・播吉衆）はペルシャ語で
ある。
　ただ木十媚1研究家の宋浦氏によれば，『口合密
木十女母』の歌詞の中には漢語があり，例えば
hai（轄），laza（辣子），xohuza（小秋子）な
どとして表わされている。吟密地区では今で
も半分ウイグル語，半分漢語というような，
『椰里来的路駝客』といった歌が流行している
が，それは姶密木十姐発展当時からあった伝
統で，漢文化のウイグル文化へ湊透の結果で
あるとしている。そしてこの事はカシガル木
キ蝿1ではアラブ語が多く使われているのと対
照的である。更にこうした事が起った理由を
約三点あげている。（ユ）両漢以来中原政府はこ
の地に多くの漢族の屯田兵を送り込み，軍事
基地として常に重要な役割りを担わせた。こ
れ等の漢族の屯田兵は後に一部は内地へ帰っ
たが，一部は定住して口合密の地の民族と融合
した。そしてこの人々は最後には突豚化した
が，そのたずさえて来た文化はこの地の文化
に一定の影響を与えて，そのまま残った。（2）
西晋末年，前涼のはじめからトルファンに高
昌郡（姶密を含む）を設けて内地と同じ郡県
制度を敷き，これによって高昌は漢族の直接
支配地区となった為に，その文化的影響も大
きいものであった。（3）口合密は漢族にとって西
域への大門であり，西域の人々にとっては蛤
密は高い文化の唐朝への東門であった。その
為にここに漢文化が深く定着したというので
ある。しかし更に興味深い指摘は，姶密木十
婚の歌詞は当地の民歌が主体となっており，
カシガル木十婚（十二木十嫡1）が比較的文学
価値の高い古典の詩歌が主体となっていると
いう点である。これは前稿で恰密木十撮の名
称には，土名が多く残っているという点から，
当地の民歌が多く取り入れられているのでは
ないかという結論と奇しくも一致している。
そしてそのことがまた姶密木十姫の歌辞に漢
語が見られるという理由にもなっているもの
と思われる。しかし以上の点については，暗
密木十鯛1の申に入っている漢語がどの程度な
のか，そしてその内容には漢文化的内容のも
のがあるのかどうか。あるとすればその文学
的意匠はどういうものなのかを調査してみる
必要があろう。宋柿氏の論稿にはこれ等の点
の探究が欠落しているように思われる。
　木十蝿1を研究しようとするに当り，古代・
現代西アジア，中央アジアに於ける諸言語に
対する理解皆無の身でこれに挑むのは至難の
ワザであるというよりも寧ろ不可能であると
言った方がよい。しかしかと言って現在すで
に消滅の危機に瀕している木十栂の一部だけ
を目にし，耳にするだけでそのまま放置する
には，それは余りにも文化価値の上でもった
いな過ぎる。そこで今までウイグル族・漢族
の木十婚研究者達が漢語で書き著した研究文
献をもとにして，隔靴掻痒の感甚だ深いので
あるが，この三篇の文章を通じて木十婚の概
説を試みたいのである。
　　　　　　　　　（二）
　ウイグル木十婚という音楽現象がいつ頃か
ら発生しはじめ，そしていつ頃，現在ある木
十栂のような構造と内容を以って完成したの
かという問題は，対象そのものが音楽という
無形のものであるということと共に，木十姫
についての文献資料が余りにも少ないという
点，更に木十姫の発生したと思われる地点が，
西アジアという，多民族，多種言語，多種宗
教，それ等に起因する民族文化が人り乱れた
環境であったのみならず，それ等がないまぜ
になりながら複雑な歴史を形成するという状
況下で，木十栂が発生発展完成したというも
のであるだけに，その問題に回答を与えると
いうことは極めて困難であるという外ない。
　しかし幾人かの研究者が，それぞれの自己
の所説にしたがって，その究明の解説を展開
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している。
　先づ1991年4月に《維吾爾族簡史》編写組
による『維吾爾族簡史』の「音楽」の項には，
「古代ウイグル族学者は音楽について多くの専
門書を書き残した。例えば『音楽大全』，『論
音楽』，『音楽的鏑匙（鍵）』，『楽師伝』などが
それであるが，しかしこれ等の大部分は散倹
し，今に伝えられているのは多くはない」と
し，これ等のうち，ホータンの人，モウラ・
イスムトラ・モウズ（毛拉，伊斯木托拉，穆
吾孜）が1855年から1856年の間に著した『楽
師伝』は，今まで発見された唯一のウイグル
音楽についての著作であり，この書は一人の
著名な学者，楽師の経歴を通して，ウイグル
音楽と木キ姐の発展を概説したものであると
している。そしてこの書の中で，モウラは古
来ウイグル族の間で使われて来た「十龍（カ
ロン）」という楽器は中世紀の有名な学者，ア
イポラスルハラヒ（文甫拉斯爾法拉比）が創
したものであるとし，更に木十婚の「ムシャ
ーヴラク（木夏烏熱克）」，「バヤート（巴雅
特）」，「トガハ（都衆）」，「セガハ（西衆）」，
「バンジュガハ（盤吉衆）」は，学者で楽師の
パリワン・ムハメド・クシタンカ（帖里望・
穆竿黙徳・庫什騰格）が創作したものだと述
べている。しかしある重大な歴史的事項が，
その分野での偉大な業績を持つ一人の人物の
上に帰されることは，チベット吐番王ソンサ
ンガンポ（松賛干甫）を例に持ち出さなくて
もよくあることである。『楽師伝』には他に，
「チャハルサンリポ（恰姶爾賛里甫）」，「イラ
ークカピ（伊拉克文壁）」，「イスライデアンク
ズ（依西莱提安庫孜）」などの木十栂の名があ
げられているが，これ等は基本的に，現在伝
えられている「十二木十蝿＝」の名と一致する．。
「伊拉克文壁」は，恐らく「依拉克木十女母」の
ことであろうし，「恰姶爾賛里甫」は「恰爾衆」
のことであろう。また「都釆」は，前稿で掲
げた姶密木十婚の「都阿」に当るものかもし
れない。しかし「依西莱提安庫孜」の名は現
在の「十二木十姐」の中には見当らない。こ
の『楽師伝』は十九世紀の半ばに書かれたも
のであるが，その後一世紀半の間にも木十姐
がある程度変化して来たということが解る。
またこの書が十六世紀の女性木十蝿1演唱家で
もあった，アマンニサ（阿曼尼渉）王后と音
楽家の，カディール（喀迫爾）汗について言
及しているということは，十六世紀の木十姐
成立初期に於けるウイグル音楽の状況を知る
上で，多くの示唆を与え得るという点で重要
である，『維吾爾族簡史』による『楽師伝」の
要約では，十六世紀前半，ヤルカンド（叶爾
売）汗国の第二代の君主，アブドヴァシデ
（阿不都熱西提）の王后アマンニサは，新彊各
地から木十姻1をよく知っている芸人達を集め，
楽士であり，また木十鯛1の演唱家でもあった，
カディール汗の主催のもとで，民間に散俣し
た木十蝿1の，「窮乃合曼」，「麦西列甫」，「達斯
坦」の三大部分を統系化，整理したというこ
とである。「窮乃合曼」は「弩乃額曼」のこと
であり，「王京拉克曼」のことでもある。ここに
はまだ「散板序」は見当らない。ウイグル族，
阿・吾鉄庫爾の『試論維吾爾「十二木十蝿1」
と阿拉伯音楽文化的関系』によると，ヤルカ
ンド汗国の蘇丹阿不都熱西提汗時代のママン
ニサ王后と大師十徳爾汗の「十二木十栂」整
理の事業は実はスムーズに行われた訳ではな
く，スフェイ（蘇非）やイシャン（伊禅）等
のシャーマン的宗教集団に幾度か反対され，
妨害されたようである。しかしそれは純粋に
音楽的信念，或いは宗教的信念から反対した
のではなく，あくまで自分達の政治的立場が
十徳爾汗達によって弱められるのではないか
という，極めて俗っぽい事情意図によってな
されたと言う。いずれにせよこのアマンニサ
王后とカディール汗の事業については，今や
「十二木十栂」に関心を寄せる者ならば，誰で
も知っているというような有名な話になって
いる。劉志腎の『葉爾先汗国与《木十婚》』
には，ヤルカンド地方にのこるこの二人につ
いての伝承物語をも材料としながら，君主ア
ブドヴァシテの祖先，父親，そして君主その
中国北方少数民族伝承文学概説(三)--ウイグル木 姆(下)--
Page:3無断転載禁止。　
人の生立ち，また成長してからの音楽を通じ
てアマンニサとの恋，更にアマンニサの生立
ちとその演唱家としての才能，更にカディー
ル汗の生立ちとその苦難の成長過程，そして
アマンニサとカデイール汗が《木十蝿＝》整理
の事業を始めたいきさつ，またそれに対する
イスラム教徒伊善派（後のスンニ派）の反対
と妨害など実にくわしく記述されている。こ
の二人が生きた時代は十六世紀前半である。
『楽師伝』が著わされたのは十九世紀半ばであ
る。その間約三百年以上経過している。劉志
腎の語るものは，歴史というよりもう已に物
語りとなったものである。この物語りは或い
は今なお数多く残っている各木十嫡1の中の
恋・愛などについて歌辞の中にあまり目立た
ない形ではあろうが含まれているはずである。
　以上の記述を要約してみると次のようにな
ろう。
（一一）十六世紀前半までは，新彊各地に，まだ
統系化，定型化はされていないが，すでにさ
まざまな木十婚が存在していた。
（二）それ等は十六世紀前半に，ヤルカンド汗
国に於て人為的に整理され，統合され，定型
」化された。そしてこれが現在の木十姐の基礎
となった。
（三）その定型化されたものは，現在の木十栂
の「弩乃額曼（掠拉克曼）」，「達斯坦」，「麦西
熱甫（麦西列甫）」に当るものとして統合化さ
れたが，「散板序」に当るものはまだ無かった。
また上記三大部分の順序は，「達斯坦」と「麦
西熱甫」とが入れ換っているものであったら
しい。
（四）十九世紀の『楽師伝』があげる八つの木
十婚と，後に述べる十三世紀のイブンセンナ
（伊本森納）の十二種の調式の名称を列べてみ
ると右上のようである。
（五）十六世紀の木十媚＝はまだ八套曲しかなく
その順序も現在のものとは非常に異なってお
り出入りが多い。
（六）十九世紀半ぱより以後，今日までの一世
紀半の間にも木十蝿1はその套曲が四つ増加し
現在の木十婚 19世紀 13世紀
（十二木十婚） （ユ6世紀に整理し ユ2の調式の名称
たという木未栂）
1．拉克 （①拉口合威）
2．且比亜特
3．木夏烏克 ①木夏烏熱克
4．恰爾衆 ⑥恰口合爾賛里甫
5．播吉朱 ⑤盤吉原
6．烏礼勒
7．文介婚
8．烏夏克 ⑩烏夏克
9．巴雅特 ②巴雅特
10．納瓦 ⑨納瓦
1ユ．西衆 ④斯衆 ④希加葱
12．依拉克 ⑦伊拉克文壁■　　1　　1　　■　　■　　■　　■　　■　　川　　L　　■　　■　　■　　’　　■　　■　　■　　■ ⑦伊拉克
③都衆
⑧依西莱提安庫孜
　　■　　　■　　　1　　　■　　　■　　　■　　　■②侯餐因
③拉斯特
⑤阿布
⑥布祖克
⑧蛮拉夫干
⑪賛克拉
⑫塞力克
ているし名称も可成り異なっている。それは
また恐らくその内容の変化をも表わしていよ
う。
（七）ここに掲げた現在の木十姻＝は，いわゆる
カシガル木十姐である。『楽師伝」はホータン
で書かれた。ヤルカンドは現代のホータンの
近くである。カシガルはヤルカンドやホータ
ンとは大分離れている。この地域的な違いが
（五）や（六）にあげた違いとなって表われた
のであって，時代的違いによるとのみは言え
ないかもしれない。しかしヤルカンド汗国は，
カシガル汗国とも呼ばれたことがあったから，
文化圏としては同じ地区に属すものとも考え
られないことはない。
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　　　　　　　　　（三）
　次に周青楳氏の説を考えてみる。紀元820年
に成立したカラハン王朝は，一種の新文化，
即ちイスラム突蕨語文化という高度な文化を
成立させ，ユソホ・ハシ・ハキホ（優素甫・
姶斯・蛤吉甫）の『福楽知慧』や，ムハメ
ド・カシカリ（馬赫穆徳・喀什鴫里）の『突
蕨語大辞典』もこの時期に著わされたのであ
る。こうしたカラハン王朝の強力で高い文化
を背景として，干聞楽，亀葱楽，疎勒楽が，
中央アジア，西アジアに入り，ま．たこの時期
にペルシャ，アラブ音楽も東に進んで中央ア
ジアに人り，ここで亀蛮楽，パコタ（巴格達）
音楽，ペルシャ音楽が融合して，木十姐とい
う音楽形式が出現したとする。950年に卒した
突豚の音楽家ファラヒ（法拉比）は，『卓越し
た全書」を著わし，当時の音楽を深く研究し
たという。またその弟子のイブン・センナ
（伊本森納）は，当時行われていた音楽の調式
を十二種にまとめあげたという。この十二種
の調式は後に十三世紀になってそれぞれの名
称が与えられ，それが前掲の表の右側に並べ
たものである。この中には『十二木十嫡＝』と
酷似したものがある。例えば，（1）拉口合威は，
①の拉克，（4）希加莚は，⑪の西禾などである
が，（7）伊拉克は，⑫の依拉克，（9）の納瓦は，
⑩の納瓦，（ユO）の鳥夏克は，⑧の烏夏克と全く
同名である。カラハン王朝の首都はベラサグ
ンで現在のキルギス共和国トクマクあたりで
あるから，カシガルをはさんで，ホータン，
ヤルカンドとは丁度反対側になる。しかし距
離的にはホータンよりカシガルに近いという
ことが，その名称では『楽師伝』よりも『喀
什木十栂』の方により多く同名のものを持っ
ている。いずれにせよこの十二調式が『十二
木十姐』と深い関りを持っている事は疑いな’
い所であろう。そうすると！0世紀から！！世紀
にかけてすでに『十二木十雄」の基盤となる
調式が固定しはじめ，世閻にもとなえられは
じめ，認められはじめたということであろう。
　更に周青楳氏の指摘によれば，十四世紀に
チャガタイ汗国が中央アジアに成立し，天山
の南北，河中からイラン高原にいたる部分も
その勢力範囲に入れた。またチャガタイ語と
いう新しい言語を作り出したが，それはウイ
グル語を主として，それにペルシャ語，アラ
ブ語，タジク語，蒙古語を融合させた，一種
の綜合言語であり，この時期からペルシャ語，
アラブ語が大量にウイグル語の中に入って来
たのである。
　そしてこうしたチャガタイ文化の交流性と
融合性がウイグル語に多くの外来語をもたら
す原因となったのである。十三世紀に突豚の
音楽家，スフェイティン・アイルマイ（蘇非
丁・文ホ璃威）がはじめて木十蝸1という音楽
術語を用いることを提唱し，その調式の各種
類型をつくり上げたというのである。この後
ウイグル族はいままでの通称であった，亀葱
楽，蘇勒楽，高昌楽などの大曲を表わす用語
をやめたのである。そして十四世紀になると，
ウイグル族は木十姐の術語を使いはじめ，イ
スラム教が新彊でその地位を確立するにした
がって，十五世紀には木十媛の術語が天山の
南北に広く普及することになったのである。
こうしてウイグル族はその古典音楽の基礎の
上にすべてペルシャ語やアラブ語の名称を用
いるようになったのである。
　周青楳によれば，『カシガル木十婚』の中の
「恰日衆（④恰爾朱）」はペルシャ語で，「第四」
の意味であり「幡吉衆（⑤盤吉刺」はペルシ
ャ語では「第五」の意味であるという。「烏夏
志」はアラブ語で「恋人」，「木夏烏熱克」は
アラブ語で「協議・研究」，「巴雅特」はアラ
ブ語で，「突豚民族」の意味であるという。ま
た「交介婚」や「且比亜特」はアラブ語では
あるが，アラブ人以外の人を指しており，ま
た「達斯坦」はペルシャ語で「白然・一般」
の意味である。以上の点について周青楳氏は，
ウイグル人がペルシャ語や，アラブ語を採用
したのは，ただ木十媛の名称としてのみ用い
たのであって，そこにはこれ等のペルシャ語
やアラブ語の持つ特殊な意味を込めて採用し
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たわけではない。故にこれ等の事実は木十概
それ自身が，ペルシャやアラブの文化的な背
景の中から生れたということを意味するもの
では決してないということを周青裸氏は強調
しているのである。
　しかし前掲の『維吾爾族簡史』の中に示さ
れた十九世紀の書，『楽師伝』の木十雄の八套
曲では，確かに「盤吉架」即ち「播吉原」は
第五番目ではあるが，「恰口合爾賛里甫」は第四
番目ではなく，第六番目となっている。（尤も
これが「恰爾朱」と同じものと考えた上での
ことであるが）またイブン・センナの十二の
曲調のうち，侯餐因，拉斯特，阿布，布祖克，
蛮拉夫干，賛克拉，養力克は，いまの『十二
木十婚』の中にそれに当るものはないし，『楽
師伝』の中の木十婚の名称の中にもない。即
ちこれ等は十九世紀中葉までに消滅し，「拉口合
威」や「烏夏克」「納瓦」なども消滅したが，
後者は十九世紀以後は再び套曲としてその名
が復活したということであろうか。これ等の
現象を見ても木十蝿＝の構成の歴史的変遷が極
めて複雑で，長期に亘るものであるというこ
とが理解される。
　また周青楳氏の指摘にあるように，木十蝿1
に用いられている術語には，ペルシャ語やア
ラ．ブ語が多いのであるが，それは当然「名称
としてのみ用いられた」のではなく，チャガ
タイ文化というペルシャ・アラブ文化の影響
を深く受けた文化が，イスラム教を伴って更
に強力な浸透力を以って接触して来たと見れ
ば，それは明らかに名称としてだけではなく，
音楽文化の内容としても，ペルシャやアラブ
の影響を深くうけたものと考えるのが妥当で
あろう。
　　　　　　　　　（四）
　この周青楳氏の考え方にも見えるように，
一般に新彊の論者達の中には，新彊文化，ウ
イグル文化が，全中央アジア，西アジア，ペ
ルシャ，アラブ文化の発祥の源淵であるとし
て毫も引くことのない者が多いように思われ
る。それは他の学術的研究についても，多か
れ少なかれ同様の事が言えるように思われる。
それは新彊という広大な大地の広がりが彼等
をことほど左様に豪胆にならしめ，またその
広大な大地の広がりの為に他からの情報がも
たらされにくい所から，自ずからの主観とい
う殻にとじこもらせるという傾向を持つのか
もしれない。こうした観点が，ウイグル音楽
についての論調で極端に表われたのが，阿・
吾鉄庫爾氏の次の」文である。
　「恵的来悦，錐吾ホ音県文化是在亀薮，疎
勒，干聞，高昌，伊州音県芝木基砧上芦生
的，送些音禾芝木具有悠久的尻史。七ノ人公元
4世多己牙始，対中原音系芦生影哺，井沿着
「竺多周之路」西債，瓜公元6，7世紀牙始，対
波斯一阿拉伯音宗芦生了一定的影皿向。送吋，
阿拉伯音尿尚処在原始友展附段。伊斯当教侍
入現在的新彊地区以后，阿拉伯伊斯当文化
也ヲ干始借入送一地区。」
　木十婚の解明には，どうしてもペルシャ音
楽からの視点と，アラブ音楽からの視点が必
要である。こうした視点からの研究が出て来
るにはもう少し時問がかかるかもしれない。
　　　　　　　　　（五）
　最後に，井亜氏の漢語訳による『十二木十
栂歌詞選』からそれぞれの木十姐の代表的な
ものを参考として訳出しておく。
　　拉克木十姻
要想知道愛情的秘密，滴何那失恋的人。
愛の秘密を知りたいのなら，あの失恋した人
におききなさい
要想知道享尿的捷径，請同那幸這的人。
たのしい近道をしたいのなら，あの幸運な人
におききなさい
受情的不幸，雄道是命這中注定？
愛が不幸だなんて，まさか運命の中では決っ
ていないでしょう？
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要想知道愛情的珍筑，請同那白友的老人。
愛の尊さを知りたいのなら，あの白髪の老人
におききなさい
辛勤的芳劫，使我イ□消痩又蒼老。
あくせく働けば，私達はやせて早く老いてし
まう
要想知道孜塊的美雨，溝呵那正在迷恋的人。
バラの美しさを知りたいのなら，あのいま恋
にまよっている人におききなさい
要想知道孤独的痛苦，千万別去同有板勢的人。
孤独の苦痛をお知りになりたいのなら，決し
て権勢ある人にきいてはだめですよ
恰比雅特木十蝿
那元数的痛苦，在我的心泉上留下了深深的侮
痕。
あの数えきれない苦しみ，私の心には深い深
いきずあとが残っている
百戻、去了，花園里只留下紫夢当。
ひばりが飛び去り，花園にはただ紫羅蘭だけ
が残された
愛唱歌的百乗て去了，花払中只留下村灰的身
鴉。
うたがすきなひばりは飛び去り，花咲く草むら
の中にはいやらしいカラスだけが残っている
要想知道労困的滋味，溝同那身披燈衣的人。
もし困窮の味をお知りになりたいのなら，あ
のボロをまとった人におききなさい
真主咽，情人萬我近去，祈祷休助我イロ団聚。
ああ神様，恋人は私から遠くはなれていった，
どうか私達二人が結ばれるように祈って下さい
意志薄弱的儒夫，只有在□前等待死亡的来11缶。
意志薄弱な人は，ただ門の前で死の到来を待
つだけ
昇タ的孤独折磨着我，眼泪像泉水流介不停。
異郷での孤独は私をくるしめる，涙は泉のよ
うに流れてとまらない
椎能対悪者下死亡的命令，滴同那勇敢元畏的
人。
誰が悪者に対して死の宣告を下せるのでしょ
う，あの勇敢でおそれを知らない人におきき
なさい
要想在百姓中鼠得美名，必須言而有信。
もし人々の中で美名を得たいというのなら，
必ず言有りて信なければなりませぬ
我的朋友伽，納瓦依生活在受的花圃里。
我が友達よ，納瓦衣の生活は花園の中にある
朋友都留在家多阿合奇，受情留在深深的心底。
友達はみな故郷にあつまり，愛は深く心の底
に沈んでいる
我将心里活已傾吐，我傭悼的股色像枯黄的秋
叶。
私は胸の思いをもうすっかりお話しした，私
の樵悼した顔色はまるで秋の枯葉のよう
我黙黙地傲着祈祷，雇真主保佑我年老的母菜。
私はだまって祈りをささげるだけ，主よ願わ
くば私の老いたる母をいたわって下さい
推要想知道我的祭尻，滴何那長年敗渉的旅人。
誰か私の経歴をお知りになりたいのなら，どう
かあの長年放浪している旅人におききなさい
　　　　　　　　　　　　　　　　（納瓦依）
病痛在折磨着我，我的生命像燃焼的残触。
病苦から私を苦しめる，私の命はまるで燃え
つきるともしびのよう
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我采愛的阿孜拝ホ和加呵！如今我イ□要度泣愉
快的肘光。
私の愛する阿孜拝亦和加よ！今私達は楽しい
時をすごすのだ
　　　　　　　　（文里甫与餐乃婚伝持片段）
木夏鳥熱克木十蝿
如今不知志祥才好，一一±夫黒巾蒙住了我的双眼。
いまはいったいどうすればいいの，黒い布が
私の両眼をおおってしまう
地那透着机敏的眼晴，可能給我帯　来焚雄。
彼女のあの何でも見ぬいてしまう賢そうなひ
とみは，多分私に災難をもたらすにちがいない
地像吃酔了酒的少女，不断地融脇起舞。
彼女はお酒に酔った少女のように，ヒラヒラ
とおどりつづける
人仰］被地的舞姿所迷，一掘而来囹着地現看。
人々は彼女の舞い姿に惑わされ，一緒になっ
て彼女をとり囲み見ている
恰ホ釆木十蝿
在休的折磨下，我的眼泪変成了鮮血。
あなたの苦しみの下で，私の涙は血に変る
我妨佛被美避了深牢里，与可怜的尤菰甫一祥
悲佑。
私は深い牢獄に入るようで，あの可愛いそう
な尤蘇甫と同じように悲しむ
世呵不沈是堆，只要真城相愛就会幸福。
よの中だれであろうと，ただ真心で愛しあい
さえすればしあわせになる
雄道息有一天，我会像伊斯麻益一一祥的死
去口巧？
まさか私もあの伊斯麻益のように，死ぬ日が
来るなんてことはないでしょう？
推不在思念着自己的惰人，日夜忍受着受火的
折磨。
自分の恋人を思わない人がいるでしょうか，
日夜愛の火の苦しみにたえるのだから
如果地獄里燃焼的是受情火焔，情侶イr1都
会悦地猟腔述天堂。
もし地獄のほのおが愛の炎なら，恋人達は地
獄は天国にまさると言うにちがいない
夜電在花園里哀喝，花王也低下了共。
夜のうぐいすが花園で悲しげにないている，
花の王も首をたれている
　　　　　　　　　　　　　　（迫斯阿拉木）
納瓦依咽，如果要想実現心思，面前擢着元数
困雄。
納瓦依よ，もし願いをまことにしたいなら，
目の前に無数の困難をならべてごらん
只要真主懸賜給幸福，那就会遂心如懸。
ただ主が私にしあわせをくれさえすれば，そ
うすりあ心は願いのままよ
　　　　　　　　　　　　　　　　（納瓦依）
潜吉衆木十蝿
口文，我心上的美人，在休愛的火焔里我忠能
安宇。
あ・，私の心の中の美しい人よ，あなたの愛
の炎の中でこそ私は心がやすらか
カ了」賭休那迷人的芳容，我已粉穿了双眼。
一目あなたのあのにほうが如き美しい姿を見
る為に，私の目は開いている
某人冊］都功我，割断和祢感情的竺銭。
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恋人達はみんな私に，あなたの感情の糸を切
れとすすめてくれるけど
まるで甘い蜜の中で生きるように楽しい
　　　　　　　　　　　　　　　　（納瓦依）
可我的六」貼上棉枕，脳海里頓吋浮現出休的
身影。
でも私の頭は枕の上に伏したまま，その頭に
はあなたの面影がいつも浮んでいるよ
　　　　　　　　　　　　　　　　（島辺述）
島孔勒木十蝿
有了思望的科子，才能多吉下キ碩的果実。
希望の種というものがあればこそ，ゆたかな
果実を結ぶのさ
果械枝上的果実成熟了，自然会落在地上。
えだの果実が熟せば，実は自然に地上におちる
当我柄初次相聚吋，不憧得萬別的悲侮。
私達二人がはじめて会った時，別れの悲しさ
なんか知らなんだ
那悲侮的滋味，元法用遁言描絵。
その悲しさの味わいは，言葉ではいい表わせ
ない
我曽肝悦有病的人，常忍受着痛苦的折磨。
病いある人はいつも，病苦にさいなまれると
聞いたことがある
挨介燭木十姻
荒涼的園林，是島鴉作巣的地方。
あれた林の中は，カラスが巣を作る所
鮮花怒放的花囲，是夜竜歌唱的地方。
美しい花が咲き乱れる花園は，夜うぐいすの
うたう所
在受的花払中国不到芳香的人，述不如和聞的
築鹿。
愛の花園の中にいてその香がわからない人は，
和聞の鹿よりも劣る
只在心里思念情人，心懸永近也雄以実現。
ただ心の中で恋人を思っているだけなら，心
の願いは永遠に実現しない
堆能得到真主的庇炉，焚雅就不去将他糾鐘。
神の加護を受けることの出来る人はだれでも，
災難の方から遠ざかる
幸這的人，情侶就眼随在身述。
幸運な人よ，あなたのすきな人はいつもそば
にいる
　　　　　　　　　　　　　　　　（島辺述）
但我却没有想到，那痛苦就像去吃毒草一梓。
でも苦痛は，毒草を食べたと同じなんては思
いもしなかった
要泥住和情人幽会的吋刻，是人生中最宝責的
日子。
恋人との密会の時こそ，人生で最も大切な日
であることを忘れないで
与終身伴侶一起生活，好似生活在蜜糖里。
人生の終りまで，すきな人と一一緒に暮すのは
島夏克木十蝿
一刹那，」年的吋光又迂去了，我心中的苦水
都変成了鮮血。
一瞬，」年の時はまたも過ぎ去り，私の心の
苦汁は真紅の血に変った
愛情的利箭已射避我的心吹，使我撮特反側元
法入眠。
愛のするどい矢は私の心につきささり，私は
車展転反側して眠れない
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少女的情影在我眼前忽隠忽現，f尚若休不来到
我的身述，那有幸福的日子。
少女の面影は私の目の前時に消え去り時に現
われ，もしあなたが私のそばに来てくれない
なら，しあわせな日々なんかありっこないわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（民歌）
西口夏木十蝿
対干死休不要忘泥，死推也不能蝶避。
死のことを忘れてはいけない，死はだれもま
ぬがれることが出来ない
如果死神折住了休的衣領，休再去求硫也是柾
然。
もし死神があなたのえりくびをつかんだら，
もうどんなに許しを乞うてもむだ
即使休金庫千座，珠宝成堆成山；
金庫が千コあっても，宝が山ほどあっても
在死亡面前，国王和乞巧都是一般平等。
死の前では，国王も乞食も同じ
吋吋要泥住知足、不知足的人最終遇到的是
爽雄。
いつもいまの自分と環境に満足することを忘
れるな，そうでない人は最後には災難に遇う
ことになる
知足的人，炉下的灰也能変成銀銭。
知足の人は，炉の中の灰さえ銀のおかねに変
るもの
不要把祢宝貴的青春，白白地去浪費。
あなたの大切な青春を，ゆめゆめ浪費するな
かれ
就是黄金装満fホ的衣袋，末日到来也休想帯在
身述。
そりゃあなたのポケットは，いつも黄金でい
っぱいよ，終りの日が来てもやすらぎがすぐ
身の側にある
　　　　　　　　　　　　　　　　（島辺述）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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劉志否「葉爾芙汗国与『木乍概』」『西域研究』！993年
　第ユ期
周吉「維吾爾族『十二木刊母』十題」『新彊師範火学学
　報』工994年第4期
宋柿「維吾爾喀什木十栂与姶密木十婚之比較」『新彊師
　範大学学報』1995年第ユ期
（ユ997年7月！8臼受理〕
中国北方少数民族伝承文学概説(三)--ウイグル木 姆(下)--
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